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形
で
一
年
前
の
二
〇
一
七
年
八
月
、
建
設
業
の
働
き
方

改
革
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
は
「
建
設
工
事
に

お
け
る
適
正
な
工
期
設
定
等
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
た
。
政
府
と
し
て
、
公
共
工
事
だ
け
で

は
な
く
民
間
工
事
の
発
注
者
に
対
し
て
も
注
文
を
つ
け

た
。
ま
た
、
具
体
的
に
は
受
注
者
に
対
し
て
も
収
益
悪

化
に
つ
な
が
る
「
工
期
ダ
ン
ピ
ン
グ
」
を
戒
め
る
異
例

の
対
応
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
技
術
者
数
が
多
く
体
制
整
備
が

整
っ
て
い
る
国
、
都
道
府
県
と
比
較
し
て
、「
担
い
手
三

法
」
の
趣
旨
さ
え
理
解
し
て
い
な
い
と
見
え
る
自
治
体

の
工
事
を
受
注
し
て
い
る
中
小
企
業
に
と
っ
て
、
改
訂

前
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
大
手
・
準
大
手
、
中
堅
建
設

企
業
が
受
注
す
る
公
共
・
民
間
発
注
者
を
想
定
し
た
も

の
で
、
地
方
自
治
体
や
中
小
建
設
業
の
顧
客
で
あ
る
民

間
発
注
者
に
は
浸
透
し
な
い
と
い
う
不
安
が
高
ま
っ
て

い
た
。
だ
か
ら
今
回
、
働
き
方
改
革
関
連
法
成
立
に
合

わ
せ
す
ぐ
に
対
応
し
た
改
訂
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
中
小
建

設
企
業
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
不
安
払
拭
と
建
設
産

業
界
全
体
で
働
き
方
改
革
の
取
組
み
を
国
、
行
政
が
支

援
す
る
姿
勢
を
よ
り
明
確
に
し
た
も
の
だ
と
映
っ
た
。

　

行
政
の
手
際
の
良
さ
二
つ
目
は
、
新
た
な
外
国
人
材

受
入
れ
制
度
創
設
だ
。
今
年
二
月
二
十
日
の
経
済
財
政

諮
問
会
議
で
安
倍
首
相
は
、「
い
わ
ゆ
る
移
民
政
策
を

と
る
考
え
は
な
い
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、「
専
門
的
・

賛
否
あ
っ
て
も
外
国
人
材
拡
大
は
不
可
避

施
行
日
）
は
二
〇
一
九
年
四
月
か
ら
で
、
建
設
業
は
適

用
に
五
年
の
猶
予
が
あ
る
。
た
だ
建
設
業
の
適
用
開
始

時
期
は
、
大
手
か
ら
中
小
・
零
細
企
業
ま
で
規
模
に
関

係
な
く
二
〇
二
四
年
四
月
か
ら
と
な
る
。

　

驚
き
は
翌
週
月
曜
日
の
七
月
二
日
に
は
、「
建
設
工

事
に
お
け
る
適
正
な
工
期
設
定
等
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
第
一
次
改
訂
）」
を
、
建
設
業
の
働
き
方
改
革
に

関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
で
申
し
合
わ
せ
、
同
日
に

国
交
省
が
、
改
訂
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
た
こ
と
だ
。

　

手
際
の
良
さ
が
目
立
っ
た
国
交
省
が
七
月
二
日
に
公

表
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
民
間

工
事
の
業
種
ご
と
に
考
慮
す
べ
き
重
要
事
項
例
示
②
国

交
省
直
轄
の
例
を
も
と
に
し
た
公
共
工
事
と
民
間
工
事

で
の
週
休
二
日
工
事
拡
大
の
た
め
の
具
体
的
考
え
方
明

記
③
発
注
者
と
受
注
者
が
建
設
業
の
生
産
性
向
上
努

力
を
し
や
す
い
環
境
整
備
の
た
め
の
追
加
対
応
を
示
し

た
、
生
産
性
向
上
取
組
み
強
化
④
公
共
工
事
は
社
会
保

険
等
未
加
入
企
業
排
除
、
民
間
工
事
で
も
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
の
動
き
を
勘
案
し
た
適
正
な
請
負
代
金
の

技
術
的
な
外
国
人
受
入
れ
の
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

早
急
に
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
真
に
必
要
な
分

野
に
着
目
し
つ
つ
、
制
度
改
正
の
具
体
的
な
検
討
を
進

め
、
今
夏
に
方
向
性
を
示
し
た
い
」
と
発
言
。
首
相
指

示
を
受
け
る
形
で
、「
専
門
的
・
技
術
的
分
野
に
お
け
る

外
国
人
材
の
受
入
れ
に
関
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
が

新
た
な
在
留
資
格
制
度
の
検
討
を
開
始
し
た
。

　

建
設
産
業
界
に
限
ら
ず
、
日
本
の
担
い
手
・
労
働
力

数
の
減
少
は
他
国
と
比
べ
て
顕
著
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
Ｇ

Ｄ
Ｐ
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
に
は
、
生
産
性
を
向
上
さ

せ
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
上
げ
る
し
か
な
い
。
し
か
し

技
術
革
新
や
生
産
性
向
上
が
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
労
働

力
数
が
足
り
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
の
か
。

　

安
倍
首
相
発
言
で
新
在
留
資
格
創
設
を
決
定
づ
け
た

二
月
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
提
出
さ
れ
た
資
料
の
一

つ
に
、
二
〇
〇
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
た
時
の
、
他
の
先

進
国
と
の
生
産
年
齢
人
口
推
移
比
較
が
あ
る
。
具
体
的

に
は
二
〇
一
五
年
に
日
本
が
八
九
・
八
と
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
同
一
一
三
・
五
、
イ

ギ
リ
ス
も
同
一
〇
八
・
八
と
労
働
力
数
は
拡
大
を
続
け

た
。
ド
イ
ツ
は
九
四
・
九
と
減
少
し
た
が
、
減
少
幅
は

日
本
と
比
較
し
少
な
い
。

　

で
は
日
本
と
し
て
、
こ
の
構
造
的
な
労
働
力
不
足
に

ど
う
対
応
す
る
の
か
。
言
葉
だ
け
の
「
一
億
総
活
躍
」

の
あ
と
に
残
っ
た
の
は
「
生
産
性
」
と
「
人
づ
く
り
」

と
い
う
二
つ
の
取
組
み
・
施
策
だ
っ
た
。
た
だ
こ
の
二

つ
の
取
組
み
だ
け
で
は
現
実
問
題
と
し
て
、
心
許
な
い

締
結 

│ 

な
ど
を
追
加
明
記
し
た
。

　

そ
も
そ
も
中
小
・
零
細
企
業
の
経
営
者
ら
は
、
罰
則

付
き
の
残
業
時
間
上
限
規
制
適
用
や
、
月
六
〇
時
間
を

超
え
る
時
間
外
労
働
へ
の
割
増
賃
金
率
（
五
〇
％
以

上
）
の
中
小
企
業
猶
予
措
置
廃
止
な
ど
を
柱
と
し
た
働

き
方
改
革
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
。

　

し
か
し
先
進
国
で
唯
一
の
人
口
減
少
＋
高
齢
化
に
直

面
し
て
い
た
日
本
は
、
技
術
革
新
を
て
こ
に
生
産
性
向

上
や
女
性
・
高
齢
者
の
就
業
環
境
整
備
に
よ
っ
て
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
シ
ナ
リ

オ
を
描
く
。
そ
し
て
シ
ナ
リ
オ
実
現
に
、
働
き
方
改
革

は
必
要
不
可
欠
だ
と
す
る
安
倍
政
権
と
政
権
に
同
調
す

る
経
済
界
を
前
に
、
多
く
の
中
小
建
設
企
業
は
不
安
を

抱
え
な
が
ら
状
況
を
忖
度
し
て
口
を
閉
ざ
し
た
。
罰
則

付
き
上
限
規
制
導
入
は
、
経
済
界
と
労
働
界
の
歴
史
的

合
意
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

更
に
日
本
建
設
業
連
合
会
ら
の
主
張
を
反
映
さ
せ
る

改
訂
指
針
に
中
小
企
業
も
安
堵
感

か
ら
保
険
的
役
割
と
し
て
、「
新
た
な
外
国
人
材
受
入

れ
」
が
浮
上
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

外
国
人
材
受
入
れ
拡
大
で
「
手
際
の
良
さ
」
を
見
せ

た
の
は
、
経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
だ
っ
た
。
外
国
人

材
受
入
れ
拡
大
の
た
め
に
「
労
働
」
目
的
の
新
た
な
在

留
資
格
を
創
設
す
べ
く
、
必
要
な
法
整
備
な
ど
を
話
し

合
う
関
係
閣
僚
会
議
が
開
か
れ
た
。
そ
の
前
の
七
月
十 

二
日
、
製
造
業
所
管
省
庁
と
し
て
、
新
制
度
発
足
に
対

応
す
る
た
め
に
業
種
別
に
行
政
と
連
携
す
る
必
要
性
が

あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
説
明
会
を
開
い
た
。

　

そ
も
そ
も
、
専
門
的
・
技
術
的
分
野
の
外
国
人
材
受

入
れ
拡
大
は
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
に
経
団
連
が
、
二 

〇
一
七
年
十
一
月
に
は
日
本
商
工
会
議
所
・
東
京
商
工

会
議
所
が
要
望
・
提
言
し
て
い
た
も
の
。
経
済
界
で
発

言
力
の
あ
る
製
造
業
は
、
約
一
二
八
万
人
の
外
国
人
労

働
者
の
う
ち
三
割
と
最
も
割
合
が
高
く
、
約
三
八
・
六 

万
人
が
従
事
（
建
設
業
は
四
・
三
％
）
す
る
外
国
人
材
受

入
れ
最
大
産
業
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
日
本
の
成
長
戦
略

け
ん
引
役
で
も
あ
る
経
産
省
に
と
っ
て
、
労
働
力
の
構

造
的
問
題
に
よ
っ
て
所
管
す
る
製
造
業
が
苦
境
に
陥
る

こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
意
思
が
、

説
明
会
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
建
設
業
界
も
同
様
の
構
図
と
言
え
る
。
少
な

く
と
も
働
き
方
改
革
で
、
中
小
建
設
企
業
が
自
治
体
な

ど
公
共
発
注
者
の
無
関
心
さ
で
、
市
場
か
ら
こ
ぼ
れ
落

ち
て
い
く
こ
と
だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

だ
。

「
背
水
の
陣
」と「
手
際
の
良
さ
」

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

〝
手
際
の
良
さ
〞
が
目
立
っ
て
い
る
。
手
際
の
良
さ
は
、

行
政
が
産
業
の
現
実
と
今
後
の
展
望
に
対
し
て
非
常
に

厳
し
い
判
断
、
言
い
換
え
る
と
〝
背
水
の
陣
〞
を
敷
い

て
対
応
し
て
い
る
こ
と
の
裏
返
し
か
も
し
れ
な
い
。

〝
背
水
の
陣
〞
と
は
（
漢
の
韓
信
が
趙
を
攻
め
た
と
き
、

わ
ざ
と
川
を
背
に
し
て
陣
取
り
、
味
方
に
決
死
の
覚
悟

を
さ
せ
、
大
い
に
敵
を
破
っ
た
故
事
か
ら
）
転
じ
て
、

「
一
歩
も
退
く
こ
と
の
で
き
な
い
絶
体
絶
命
の
立
場
」

「
失
敗
す
れ
ば
再
起
は
で
き
な
い
こ
と
を
覚
悟
し
て
全

力
を
尽
く
し
て
事
に
当
た
る
こ
と
」（
広
辞
苑
）。

　

手
際
の
良
さ
の
一
つ
が
、
政
府
、
国
土
交
通
省
に
よ

る
建
設
業
界
の
働
き
方
改
革
取
組
み
支
援
だ
。
改
正
労

働
基
準
法
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」

が
成
立
し
た
の
は
、
六
月
末
金
曜
日
の
二
十
九
日
。
こ

れ
ま
で
残
業
時
間
の
上
限
規
制
の
適
用
除
外
だ
っ
た
建

設
業
に
対
し
て
罰
則
付
き
上
限
規
制
の
適
用
が
始
ま
る

の
は
二
〇
二
四
年
四
月
か
ら
。
一
般
則
（
大
手
企
業
の

本
の
産
業
界
が
置
か
れ
て
い
る
現
実
と
今
後
の

展
望
を
見
据
え
、
行
政
に
よ
る
施
策
展
開
の

日
H
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